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ご紹介内容 

水素市場の現状 

水素社会実現に向けた動き 

当社の水素ステーション整備への取り組み 

水素社会実現に向けた課題 

今後の展開 
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水素需要 

約１５０億ｍ３ 

（年間） 
 

自家使用 

（約９９％） 

外販用水素 

（約１％） 
・石油精製 

・アンモニア製造  

用途 

電子部品 

熱処理 

太陽電池 光ファイバー 

半導体 

用途 

（出典：ハイドリズムVol.3(2010.7) 
     ガスジオラマ2012） 

日本の水素市場について 

外販用水素の供給形態 

圧縮水素 

１．２億ｍ３／年 
（2011年度実績） 

液化水素 

０．４億ｍ３／年 
（2011年度実績） 

オンサイト供給 

製造能力は２億ｍ３／年程度と推測 
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水素の製造方法 

【大規模工場で目的生産または副次発生する水素】 
アンモニア合成・石油精製・メタノール合成・苛性ソーダ製造・製鉄などの工場で目的生産あるいは副次的に発生し、工場内で自家
消費されたり近隣工場へ配管され、燃料や原料として利用される水素。 
【各種産業用途向けに製造される水素】 
天然ガスやメタノールなど化石燃料の改質や、食塩水の電気分解によって製造された水素源を、高純度化や圧縮、液化の手段を
経て車輌を用いて外販される水素。 
※海外からの輸入水素 
将来的には、海外の豊富な自然エネルギーでつくったCO2フリー水素や、天然ガス田・炭田からCCS（Carbon Dioxide Capture and 
Storage=二酸化炭素を分離・回収し深海や地中に貯留する技術）を介して製造したCO2フリー水素を、液化水素やケミカル水素に
し、大量に日本に輸送することも検討され始めています。 
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水素の貯蔵（1） 

水素の貯蔵 

圧縮水素 

液体水素 

水素吸蔵合金 

ケミカル 

ハイドライド 

炭素系材料 

スラッシュ 

水素 

物理的貯蔵 化学的貯蔵 

MCH 

水素 

ハイドレート 

DME 
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水素の貯蔵（2） 

方式 圧縮水素 液体水素 水素吸蔵合金 
ｹﾐｶﾙﾊｲﾄﾞﾗｲﾄﾞ 

 （水素化合物） 
炭素系材料 

水素を圧縮して、
シリンダーなどに
貯蔵 

水素を液化して 

貯蔵 

金属表面で触媒作
用により分子から
原子にわかれ、金
属原子間の隙間に
入る 

 

1A、1B族元素と水素化

物を形成させることによ
り貯蔵 

有機系は炭素と結合 

物理吸着と圧縮 

C-H結合 

内容 ・高圧、常温 

・容器貯蔵 

-253℃、常圧 

断熱容器貯蔵 

・常温常圧近傍 

・容器貯蔵 

・液体もしくは固体 

・容器貯蔵 

高圧下で容器貯
蔵 

 

長所 ・普及技術 

・低エネルギー   

  消費 

・高重量密度 

・大量貯蔵 

・高純度 

・安全性大 

・体積密度大 

・電池で実用化 

・重量密度大 ・軽量 

（・比較的高密度） 

短所 ・高圧 

・低充填密度 

・ボイルオフ 

・液化の動力 

・高価で重い 

・被毒、劣化 

・反応器、精製器が 

  必要 

・高温下でないと   

  放出 しない 

それぞれの方法を適材適所で利用するのが望ましい 

水素の貯蔵方法のまとめ 



6 

水素の輸送 
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水素の用途 
     

         ┌─石油精製────脱硫・改質 
    │ 
    ├─化   学─┬─アンモニア合成（肥料・合成樹脂） 
    │       ├─メタノール合成（塗料・医薬） 
    │       ├─過酸化水素の製造（漂白殺菌剤） 
    │       ├─水素添加（有機化合物、洗剤、化粧品、香料等） 
    │       └─油脂改質（マーガリン、サラダオイル） 
    │ 
    ├─弱   電───雰囲気ガス（半導体結晶、ＩＣ、ＬＳＩ） 
    │ 
    ├─金   属─┬─光輝焼鈍（ステンレス、珪素鋼板） 
    │       ├─銅ロー付け（機械部品） 
    │       ├─焼結合金（電子部品） 
    │       ├─金属粉末還元（磁気テープ、金属粉末） 
    │       ├─熱処理（超硬切削用刃物） 
 水素─┤       ├─プラズマ溶接（高圧容器溶接、人工衛星部品） 
    │       └─特殊溶接（高圧容器溶接、人工衛星部品） 
    │ 
    ├─電力・原子力──冷却用（発電機・原子炉） 
    │ 
    ├─ガ ラ ス─┬─雰囲気ガス（フロートガラス） 
    │       └─酸水素炎（光ファイバー・人造宝石） 
    │ 
    ├─航空・宇宙───ロケット燃料 
    │ 
    ├─極 低 温───超伝導 
    │ 
    └─そ の 他─┬─分析・試験（標準ガス） 
            ├─気象観測用気球 
            ├─産業用燃料 
            ├─都市ガスへの混入 
            └─パラ水素利用（ウラン分離） 
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基礎産業 

エネルギー 

水素用途の変遷 

・ 化学品原料(ﾒﾀﾉｰﾙ、過酸化水素、ｱﾝﾓﾆｱ、その他) 

・金属分野(特殊鋼製造、金属表面処理) 

・ 水素添加(油脂、化粧品、洗剤、香料など) 

・ ロケット用燃料 

・ 半導体デバイス材料(シリコンウェーハ)製造 

・ 水素切断 

・ 太陽電池 

・ 水素発電 

新産業 

年 

水
素
使
用
量

 

・ ガラス、光ファイバー製造 

・ 燃料電池 



9 

ご紹介内容 

水素市場の現状 

水素社会実現に向けた動き 

当社の水素ステーション整備への取り組み 

水素社会実現に向けた課題 

今後の展開 
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エネルギー基本計画（第四次計画） 
（2014年4月11日閣議決定） 

エネルギーの需給に関する施策についての基本的な方針 

水素が、電気や熱に加えて、将来の二次エネルギーでは中心的な役割を担う 

水素社会の実現に向けた取り組みを加速 

1. 定置用燃料電池（エネファーム等）の普及・拡大 

2. 燃料電池自動車の導入加速に向けた環境の整備 

 

 

 

3. 水素の本格的な利活用に向けた水素発電等の新たな技術の実現 

4. 水素の安定供給に向けた製造、貯蔵・輸送技術の開発の推進 

5. 『水素社会』の実現に向けたロードマップの策定 

 燃料電池自動車の導入を円滑に進めるための積極的な支援 

 燃料電池自動車が日常生活でも利用できる環境を実現する 

 燃料電池バスや燃料電池フォークリフト等の早期実用化を図る 

 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会における燃料電池自動車の利活用 
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出展：水素・燃料電池ロードマップ概要 

水素エネルギーの意義 
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経済産業省「水素・燃料電池戦略ロードマップ」 

水
素
の
「利
用
」 

「輸
送
・貯
蔵
」 

「製
造
」 

2015年頃 2020年頃 2030年頃 2040年頃 

定置用 

燃料電池 

燃料電池車 

140万台普及（2020年頃） 530万台普及（2030年頃） 

水素発電 

FCV市場投入（2015年） 

FCバス市場投入（2016年） 

家庭用エネファーム 

7万台（現状） 

ハイブリッド車と同等の車体価格（2025年頃） 

自家発用水素発電の本格導入（2020年頃） 発電事業用水素発電の本格導入（2030年頃） 

水素ステーション 
100ヶ所建設（2015年度） 

現在の半額程度の建設費（2020年頃） 
運営コストの低減に取り組む 

ガソリン車の燃料代と 

同程度以下の水素価格の実現 
ハイブリッド車の燃料代と 

同程度以下の水素価格の実現 

海外からの未利用エネルギー由来水素の製造、輸送・貯蔵の本格化 CO2フリー水素の 

製造、輸送・貯蔵の本格化 

流通 液化水素や有機ハイドライド等の形での 

国内流通に関する開発・実証 

商業ベースでの効率的な 

水素の国内流通網の拡大 

再生可能エネルギー等を活用したCO2フリーの水素製造に関する開発・実証 

出典 経済産業省「水素・燃料電池ロードマップ」 
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2015年からFCVの普及が本格化 

ホンダ FCVコンセプト 
2015年販売開始 

トヨタ ミライ 
2014年12月15日 販売開始 


